
















「自然の猛威」といった問題は、すでに前に訳出したアンドレイ・ベー ルイの  
諸論考（「同時代人の見たニコライ・メトネル（1）、（2）」）と相通じるものである。  
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考の中でも触れられてきたテーマであり、ドロズドフもそれに対して一つの主  








る1921年のインタビューの記録である。   
以下、ドロズドフとラフマニノフについての基本情報を記し、それに続いて  












lニコライ・アレクサンドロヴィチ・ドゥバソフ（HHKOJ）aHAneJ（CaHJLPOBI門ny6acoB）（1869   
－1935）は、ペテルプルク音楽院の教授を務めたピアニスト ピアノ教師。1890年の第1回   
ルピンシュティンコンクールで第1位。弟子に指揮者のイリヤ・ムーシンらがいる。  
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講師を1932－44年に務めた。   
作曲家としてはオーケストラ曲やピアノ曲、室内楽曲などのはか、ウクライ  
ナ民謡の編曲などを残している。ラフマニノフとリャプノフ2の影響を受けて  





＊ ＊ ＊  






2セルゲイ・ミハイロヴィチ・リャプノフ（CepI℃責M肌血08椚Jh町HOB）（1859－1924）は、   
モスクワとペテルプルクで学んだ作曲家、ピアニスト、指揮者。  
3アレクサンドル・セルゲエヴィチ・ダルゴムィシスキー（如eKCa叩pCepIⅦBIm   
月叩mMもⅨCK戚）（1813－づ9）は、ロシア国民楽派の基礎を築いた作曲家の一人。ロシア語   
の話し言葉と音楽との融合を目指して、アリアなしで朗唱だけのオペラ『石の客』の作曲   
を試みた。  
4ニコライ・アンドレエヴィチ・リムスキー＝コルサコフ（H川の皿湧A岬p∝8椚   
P打MCK比汲－Ko匹a粗B）（1糾4－19髄）は「⊂けア五人組」の作曲家の一人。ペテルプルク楽   
派の中心的人物として活躍した。作曲家としてのみならず、教師として次世代の音楽家を   
多数育てた功績も大きい。  
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5アントン・ステパノヴィチ・アレンスキー（AnTOt7CTerIaHOB椚ApeHCKH鏑）（1861－1906）はロ   
シアの作曲家。ペテルプルク音楽院でリムスキー＝コルサコフに作曲を習い、その後、モ   
スクワ音楽院で教鞭を執った。  
6セルゲイ・イヴァノヴィチ・タネーエフ（CepreiiHBaHOB汀qTaHeeB）（1856－1915）はロシアの   
作曲家。チャイコフスキーの弟子であり、モスクワ音楽院で多数の優秀な作曲家を育てた。  
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ります。〔……〕《狼と赤ずきん》 と名付けられた絵画的練習曲イ短調  
〔op．39－6〕はまったく理解できませんでした。和声が恋意的で、まず  
鍵盤かあるいは直接五線譜の上で手によって与えられ、その後に耳で  






10物u3mmaHkz2ufJEfJ，Bocr10MHHaJI日月OC．B．PaxMaHHHOBe〝Bocr10MHHaJIHBO   
PaxMaJltIHOBe，M．，1988，C．116－118、E伽u〃C皿月，HHKOJIaiiMeTHeP，M．1966，C．36を参照。  
11HKhfJeP．nHCE＞Ma．CocT．－PeA．3．A．AIleTA軋M．，1973，C．522．ここで「手によって与えら   
れる」とあるが、メトネルにとって作曲とはインスピレーションを内的な耳で感じとって   
書くことであって、手で書くことではない。  
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同時代人の見たニコライ・メトネル㈹（高橋健一郎）  










かなり若いころから一度も彼への愛情を失ったことがありません。12   
このように、メトネルがラフマニノフを深く敬愛していたことは疑いのない  





＊ ＊ ＊  
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楽器の中でメトネルの気を引いたのはヴァイオリンだけである（《ソナタ Op．  
21》）。ショパンと同様に作品をピアノ（と部分的に声楽ジャンル）という枠の  
14 作品番号で40というのは、もちろんこの記事の執筆時1927年現在でのことである。生涯に   
メトネルは作品番号61まで残している。  
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同時代人の見たニコライ・メトネル㈹（高橋健一郎）   
中に限定していたメトネルは、自分のもてる力を好きなジャンルの開拓に注ぎ  
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めた働芙へと深まっていく（≪おとぎ話 変ロ短調op．20ト1〕》）。そのかわり、  
それによって光明、希望、喜びの瞬間は一層輝かしく見える（≪三部作ソナタ  
op．11》の第1ソナタや《ソナタ＝バラード〔作品27〕》の第2主題など）。それ  
と並んで、本当の喜びや冗談「そのもの」の要素も見られる（《おとぎ話 変ホ  

















15芸術におけるアポロン的要素とは、意識、知性、形式の要素である（それと対比されるの   
がディオニュソス的要素、つまり盲目的、衝動的な要素）。  
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ものであり、この点もまたメトネルの大きな特徴である。   
メトネルの作品の根源に関する問いは簡単ではない。シューマンとブラーム  
スから影響を受けているという意見が一方でかなり広まっており、確かにそう  
主張できるだけの客観的な根拠がある。例えば、《ソナタ ヘ短調 op．5》の第  
1楽章の第2主題を見れば、シューマンの《ソナタ ト短調〔op．22〕》の第1  
主題との類似性を否定することはかなり難しい。また、例えば当てずっぽうに  
‖Danza coIcanto■■〔≪忘れられた調べ op．39》より≪歌のある舞曲》〕のヘ長調  
の一節をとりあげてみても、かなりはっきりとブラームスのスタイルが思い起  
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のだろう。   
現代の諸流派の中におけるメトネルの位置とはどういうものなのか、そして  
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同時代人の見たニコライ・メトネル㈹（高橋健一郎）  
けでなく、もっと広範囲によく知られるようになるだろうと思う。  
＊ ＊ ＊  
セルゲイ・ラフマニノフ：「偉大なロシア人作曲家メトネル」17   
大変すばらしいのに人に知られていない音楽はたくさん存在します。例えば、  
ロシアにはニコライ・メトネルという大芸術家、偉大な作曲家がいますが、彼  
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